






































特 記 仕 様 書

共通仮設  

直接仮設  

撤去・処分  

・工事場所および資材置き場を、明確に区画し、安全標識等を

掲示すること。  

・ 外 部 足 場 は 、 「 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事

編 ） 」 2.2.1「 足 場 等 」 に よ り 関 係 法 令 に 従 い 設 置 す る こ

と。（ 900 枠を原則とし、抜け止め機能付き型くさび緊結式

足場（次世代足場）等の異なるものを採用しようとする場合

は、監督員の承諾を得ること。）  

・工事範囲外に資材が飛散しないよう、養生を施すこと。  

・施設管理者の安全確保のため、災害防止措置を施すこと。  

・施設管理者等の出入り等があるため、外部に足場を設置し、

作業員の導線を確保すること。  

・足場設置場所は、施設管理者及び監督員と協議すること。  

・屋上のパラペットには落下防止措置としてスタンション手す

りを 1.8ｍ間隔以内で設置すること。  

・発生材は原則場外処分とする。  

・解体、撤去により生じた周辺の ｸﾗｯｸ等は、原状に復旧する。  

・ 日 曜 日 、 祝 日 に 大 き な 騒 音 、 振 動 の 発 生 す る 作 業 に つ い て

は、騒音規制法及び振動規制法の規定により行わないこと。  

・搬出・処分は関係法令に抵触しないよう注意すること。  

・発生材の処分は、原則として再生工場持込とする。ただし再

生処分ができない物に限り、関係法令に抵触しないよう処分

すること。  

・解体はつり工事で大きな騒音の発生する工事については監督

員、施設管理者と協議し施工すること。  



防水改修  

注意事項  

・施工数量調査（既存塗膜防水残置部分以外の防水範囲）  

 施工に先立ち施工数量調査を行い報告書を提出すること。  

 報告書の記載内容は以下の通りとする。  

 下地補修等項目ごとの数量集計表及び位置図  

・シート防水：接着工法【 S-F2】厚 :2.0mm、  

機械的固定工法【 S-M2】厚 :2.0mm 

（ 2 階立上り、 R 階パラペット立上りのみ）  

機械的固定工法シート防水について、建築基準法に基づく風

圧力に対応した工法とし、採用するメーカーによる仕様に準

ずること。  

・塗膜防水：  平場、立上り：密着工法【 X-2】、  

       搬入台平場：絶縁工法【 X-1】  

塔 屋 階 及 び 搬 入 台 、 ﾄｯﾌﾟ ﾗｲﾄ立 上 り や そ の 他 構 造 物 周 り な

どについては塗膜防水を施す。なお、仕上げはフッ素仕上げ

とする。  

田島 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ㈱、 ｼｰｶｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱、 AGC ﾎﾟﾘﾏｰ建材㈱同等品以  

上とする。  

・使用材料について  

使用材料等は事前に監督員の承諾を受けること。  

・ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部分の解体について  

既存 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部分を解体しようとするときは飛散防止措置と

して下階に棚足場、養生ネット等を設置すること。  

・機械設備の撤去について  

以下の既設機器を撤去すること。  

① ２階パッケージ形空気調和機  室外機  ２台  

能力：冷房 20.0kW 暖房 22.4kW  

冷媒管：冷媒用断熱材被覆銅管  長さ合計 4.0ｍ  

空調ドレン管：硬質ポリ塩化ビニル管  長さ合計 14.0ｍ  

制御用ケーブル：ＥＭ－ＣＥＥケーブル  長さ合計 4.0ｍ  

② Ｒ階  パッケージ形空気調和機  室外機  １台  

能力：冷房 6.8kW 暖房 9.0kW  

冷媒管：冷媒用断熱材被覆銅管  長さ 2.0ｍ  

制御用ケーブル： EM-CEE ケーブル  長さ 2.0ｍ  



※工事保証  

※積算基準  

※竣工時   

提出書類  

 撤去する室外機に 付随する配管や電線 、保温材等も共に

撤 去 す る こ と 。 ま た 冷 媒 フ ロ ン に つ い て は 関 係 法 令 に 従

い、適切に処分すること。  

・機械設備の取外し再取付けについて  

以下の既設機器を取外し再取付けすること。  

① ２階パッケージ形空気調和機  室外機  １台  

能力：冷房 2.5kW 暖房 2.8kW  

冷媒管：冷媒用断熱材被覆銅管  長さ 0.4ｍ  

再取付け時に監督員、施設管理者立会いのもと設備の稼働  

確認を行う。取外し・再取付け時期は事前に監督員と協議す  

ること。  

・メーカー、施工業者及び請負者連名の保証書をＡ４版で、  

３部提出すること。   

・防水保証について  

シート防水【 S-F2、 S-M2】、塗膜防水【 X-1、 X-2】に関して  

【内容】防水機能  

【期間】工期終了日より 10 年間  

（工期末日を保証開始日とする）  

・積算基準については都市部建築計画課の基準に準拠する  

こと。  

・竣工時に以下の書類を提出すること。  

①竣工図・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 部  

(A3 判白焼き折込みで A4 判仕上り、 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧｲﾙ綴じ ) 

②電子竣工図 (CD-R もしくは DVD へ格納 )  ・・・・ 2 部  

③その他、監督員が指示するもの  ・・・・・・・ 1 式  

なお、上記①～③については、表紙及び背表紙等に工事名等、

監督員が指示するものを記載すること。  




























































